１ 防除・清掃事業明細書
防除・清掃事業明細書（漁業被害が発生しなかった場合）
○○県○○漁業協同組合
（1）防除・清掃事業の実施状況
①　作業着手前の状況
　　　ア　発見時の油の状況
　　　　（ア）　発見日時　　平成○年○月○日午前６時
　　　　（イ）　発見場所　　○○郡○○村地先海岸
　　　　（ウ）　油濁状況
　　　 　　　　　○月○日午前○時頃、当組合員が海岸に出たところ、巾○ｍ長さ○ｍのＡ重油が○○港に漂流しているのを発見した。また、漂流した油が○○海岸の砂浜に巾○ｍ、長さ○ｍの帯状となって漂着しており、漁船の揚げ降ろし等の作業に支障をもたらした。
また、再流出して○○漁業に被害をもたらすおそれがあった。
　　　　（エ）　当日の気象状況
　　　 　　　　　特に天候は悪くなく、海上は穏やかであった。
　　　　（オ）　漁協による油濁の通報と確認
　　　 　　　　　当日午前○時、組合より○○海上保安部（署）に事故発生を通報、同時に県庁水産課、県漁連に被害の発生を報告、組合長が理事３人と共に被害の確認に当ったところ別紙図のように巾○ｍ長さ○○ｍの帯状となったＡ重油が○○港に漂着していた。
　　　　（カ）　公共機関による確認
　　　 　　　　　○月○日○時、○○海上保安部（署）、県庁水産課、町役場、県漁連の担当者が現場を確認した。
　　イ　作業着手までの油の動き
　　　 　漂着したＡ重油等は、当面移動しない状態であったが、天候次第で再び流出のおそれがあり回収が困難となる恐れがあった。
　　ウ　作業着手までにとった措置
　　 　○月○日油濁確認のあと、役員会を開催し、清掃作業の日時、場所割り、従事者割り当て等を決定し、資材の購入、出役の動員指令を発した。
②　作業経過
　　ア　漁船、人手の作業分担
　　 　○月○日午前○時から午後○時まで作業従事者、○人により○○から○○まで距離○ km、巾○ｍの海岸を清掃した。
　　 　○月○日前日に引き続き午前○時から午後○時まで作業従事者○人により○○から○○まで距離○ km 巾○ｍの海岸を清掃した（以上別図参照）。
　　イ　作業の立合者
　　 　県水産課、県漁連及び機構の担当者が作業に立合った。
　　ウ　油の排除分量
　　 　回収したＡ重油等の量は約○○トン（ドラム缶○本）であった。
　　（注）油がゴミ等に付着して回収した油の量が測定しがたい場合にはゴミ等の総量も記載する。
　エ　排除油の措置
　　 　Ａ重油は回収したゴミと共に○○産業廃棄物処理場に運搬し処分した。
　オ　油の排除地域
　　 　別図参照
　　（注）図面は付近の地形等の判別のつく、なるべく詳しいものを使用のこと。
③　作業完了時の状況
　ア　使用資材の処置
　　 　油が付着し再使用不能のためゴミと共に○○産業廃棄物処理場で処分した。
　イ　油の排除後の状況
　　 　清掃後海岸は原状に復旧した。
④　原因者の究明の状況
　 　○○海上保安部で油のサンプルを分析した結果、油種は○○と判明したが、原因者については現在のところ不明で調査中である。清掃
Ⅱ　防除・清掃事業に要した経費

　１　作業費
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注1 作業区分は、オイルフェンス展張、油処理剤散布、吸着マットの投入・回収、油の汲み取り、汚染のり網の撤去又は払拭等の別を記入すること。

注2 漁船の使用を伴わない作業の場合は、労務の欄のみ記入すること。

注3 漁船は、単価区分（1t未満船、1t以上～3t未満船船、3t以上～5t未満船、5t以上船）に分類して記入すること。

注4 漁船用船費は、作業時間が4時間以内の場合は半額とする。

注5 漁業協同組合所有船を使用した場合は、油代のみとする。

注6 他の漁業協同組合所属船及び当該組合員（当該組合員資格を有する者）の漁船を使用した場合は表を別にして記入すること。

　
２　資材費
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注1 　品名はオイルフェンス、油処理剤、吸着マット、手袋等の別に記入すること。
注②　購入したもので、残存価格のあるものは、その評価額を差し引いた金額をＥ欄に記入すること。
注③　資材を購入又は賃借した場合は、その請求書又は領収書の写しを添付すること。
３　保管料
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　注　営業倉庫以外の保管料は、営業倉庫の料金を基準として計上すること。

４　回収油及び汚染物の処理費

	月日
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注1 　回収油及び汚染物の焼却は、専門焼却施設を利用した場合に限る。
注2 　運搬車費は、漁協所有のものを使用した場合、燃油代等の金額とし、やむをえず、漁協　　

所有車以外のトラックをチャーターした場合は、その実費とする。なお、運搬車が漁協所有か漁協所有車以外かの別を備考欄に記入すること。

注3 　専門焼却施設利用の場合及び営業トラック使用の場合は領収書の写しを添付すること。

